
平成 23 年度 府立東百舌鳥高等学校 経営計画 
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府立  東百舌鳥高等学校 
校長  西 村  博 文 
 

 

「未来へ翔る」をキャッチフレーズとして、進路を自己決定できる力を身に付けるとともにその進路
を実現できる学力を身に付け、自分の人生を切り拓く力を持った生徒を育てる。具体的には、自分の言
葉で自分の考えを表明できる生徒の育成を図る。 
また、校訓である「自他敬愛」の心と市民としての責任を自覚した自律的な人間を育成する。 
 

 以上のために、きめ細かな生徒指導と進路指導ならびに教科指導の工夫に努めるとともに、学校行事
や部活動の活性化を図り、生徒も教職員もともに成長する学校をめざす。 

 
(1)第一希望の進路実現 
○「学び」に対する意欲を向上させる。 
・特色ある教育課程の編成 
専門コース「福祉・看護コース」と「情報コース」をつくり、生徒のニーズに応える。 
平成 23 年度に申請、平成 24 年度に設置し、平成 25 年度２年次にそれに対応したクラス編成をする。 
 専門コース用学校設定科目を作りカリキュラム開発能力を高める。 
・卒業後の選択肢に対する知識を増やす機会や資料の一層の充実を図るとともに進路を具体化できる能力を身に
付けさせる。全体としては進学を意識し、次のステップへ進む生徒を育成する。 

・読書活動を推進する。 
○教科指導の工夫 
・生徒のコミュニケーション力向上を念頭に置いた授業改善を図る。 
・公開研究授業の実施を推進する。 
・授業満足度(平成 22 年度 72％)を平成 25 年度には 80％を達成する。 
 

(2) 自律的な生徒の育成 
○規範意識の向上と自主的活動ができる生徒集団をつくる。 
・学校への帰属意識をたかめる。 
・生徒会活動を活性化させる。 
・部活動を活性化させる。(部活加入率 60％をめざす) 
 
(3) ICT の活用 
○ICT を活用して校務の効率化を図り、生徒と向き合う時間を確保する。 
・校内イントラネットの活用 
○ICT を活用した授業の実施を推進する。 
 
(4) 信頼される学校づくり 
○開かれた学校づくりを推進する。 
・学校説明会を積極的に実施する。 
・学校ホームページを充実させる。 
○地域と連携した事業の展開を図る。 
・堺市、地域自治会との連携を進める。 

 



３ 本年度の重点目標と取組み 

 
 
目標 

 
取組計画 評価指標 

取
組
み
① 

 

第一希望の進路実現 

 

 

 

 

 

 

 
○「学び」に対する意欲の向上 
・専門コース用の学校設定科目「看護入門」「カウ
ンセリング入門」を先行開講し、次年度に備える。 
・各種講習の充実を図る。 
・校内で「英語検定」「漢字検定」「PC 入力検定」を
実施する。 

・各種コンクールへの応募を推奨する。 
・「癒されて学ぶ図書館」づくりから「主張のある
図書館」づくりへ。教科との連携、生徒図書委員
会の活動強化、コース制に対応する図書の充実等
を図る。 

○教科指導の工夫 
・生徒が主体的に活動できる授業の工夫に取り組
む。 

・公開研究授業を実施する。 
・秋に全科目について授業アンケートを行い生徒の
反応を把握し授業改善の資料にする。平成 23 年
度の生徒の授業満足度 75％をめざす。 

 
・各種検定へ
の参加人数 
 
・コンクール
入賞者数 
 
・図書館利用
者数と図書
貸出し数の
増 加 ( 前 年
比) 
 
・授業アンケ
ートにおけ
る授業満足
度 75％の実
現 

取
組
み
② 

 
自律的な生徒の育成 

 
○生徒会活動の活性化 

・学校祭体育の部・文化の部、球技大会等を生徒主

導の運営へ移行する。 

・ピアサポート研修を発展させる。 

○部活動の活性化 

・リーダー研修を発展させる。 

・部活入部率の５ポイント UP をめざす。 

・部活動支援の充実を図る。 

○教育相談機能の充実 

・支援教育コーディネーターを指名する。 

・教育相談担当者会議を毎週開催し、情報の共有に

努める。 

 

・体育の部・
文化の部・球
技大会の生
徒満足度 
 

・ピアサポー
ト研修への
参加生徒数 
 

・部活入部率
の５ポイン
ト UP( 前 年
比) 
 

・支援教育コ
ーディネー
ターの指名 

取
組
み
③ 

 
ICT の活用 

 
○校内イントラネットを活用した校務の ICT 化 
・グループウェアを活用し学校情報の共有化を図
る。 

・ICT 活用の実践成果を他の府立高校へ伝える。 
 
○ICT の授業への活用 
・ICT 機器の授業での活用を推進する。 
・ICT を利用した教材を蓄積する。 
・「情報コース」のための学校設定科目の研究開発
を行う。 

 

 

・校内イント
ラネットの
使用率 
 
・校務の効率
化により何
かスクラッ
プできたか 
 
・ICT を活用
した授業を
行った教科
数 

 


